
板橋区基本構想審議会の中間答申 及び 次期総合実施計画の策定方針について

⑴ 検討の経過

⑵ 板橋区基本構想について
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① イメージ図 ② 基本理念

③ 将来像

〇世代を超えた交流と学びを通じて、
一人ひとりが幸せを感じ、
笑顔あふれる魅力的なまちを
みんなでつくります。

〇自然環境、都市環境などの様々な
環境を守り、はぐくんできた文化
を次世代に引き継ぎ、持続可能で
にぎわいあふれるまちをみんなで
つくります。

「まち（地域）」の視点

笑顔あふれるまちを

みんなでつくる

「みらい（環境）」の視点

ゆたかな環境を

未来へつなぐ

〇すべての人が多様性を認め合い、
互いに支え合うこころを大切にし、
ともに成長し、歩んでいくあたた
かいまちをみんなでつくります。

「ひと（個人）」の視点

あたたかいこころで

ともに歩む

～ 将 来 像 ～

未来をひらく 緑と文化のかがやくまち “板橋”

▶「未来」とは…

〇板橋の持続可能な発展と可能性
〇子どもたちの成長と豊かな暮らし・環境の実現

▶「ひらく」とは…

〇新たなページを「開く」ように、未来の可能性を描く
〇予測困難な時代を主体的に「切り拓いていく」

▶「緑と文化」とは…

〇水や緑に恵まれた豊かな自然環境
〇歴史ある文化の継承と新たな文化の融合
〇自然と文化に親しむ、区民の心豊かな暮らし

▶「かがやく」とは…

〇全世代の活躍と、活気にあふれるまち
〇活発な文化・スポーツ活動と笑顔あふれるまち
〇「光学の板橋」をはじめとした産業の成長

～将来像が実現されたまちの姿～

誰もが幸せを実感している

豊かな自然や歴史、文化が守られつつ新たな魅力

も創出され、すべての人々がウェルビーイングを

実感できるまちづくりが進んでいます。

人と人、人と地域のつながりを大切にする

あたたかな社会が形成され、多様な人々が活発に

交流し、板橋への愛着と誇りが深まっています。

つながりと愛着がはぐくまれている

＜検討体制＞（イメージ）

〇基本構想の概要、審議会の進め方

〇区民検討会の実施結果、区民意識意向調査など

第８回・第９回審議会

【中間答申の検討】

第３回～第７回審議会

【人口ビジョン・政策分野別の検討】

第１回・第２回審議会

【委嘱状伝達式・区の現況の確認など】

〇人口ビジョン

〇政策分野別の検討（９分野+区政経営）
〇審議会の中間答申

１ 板橋区基本構想審議会 中間答申

企画総務委員会資料
令 和 ７ 年 ４ 月 1 6 日
政策経営部政策企画課
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（１）子ども・若者・子育て世代が
住みたくなるまち

板橋の宝であり、未来を担う子どもたちが笑顔で暮らせる

ためには、子どもや若者、子育て世代一人ひとりが板橋での

暮らしに愛着と誇りを感じ、住みたい・住み続け

たいと思うまちづくりを進めることが大切です。

子ども・若者・子育て世代が住みたくなるまちを

めざします。

【子ども・若者】

④ 将来像につながる「９つのめざす姿」

〇将来像の実現に向けて、将来像を９つの視点から具体化した将来像につながる「９つのめざす姿」を掲げ、各視点の概ね１０年後の「めざす姿」を表現。

〇現基本構想の「まちづくりビジョン」の表現をわかりやすくし、社会経済環境の変化や、審議会等での意見を踏まえ、内容を「ひと・まち・みらい」の視点から改めて整理。

⑤ 基本構想を実現するための方針

〇基本構想を着実に実現するため、「基本計画の策定と組織横断的な体制による計画の推進」、「持続可能な区政経営と地域との共創」、「愛着と誇りをはぐくむための魅力の創造と

発信」を区が進めるべき方針として掲げる。

（２）学びを通じて
成長と幸せを実感できるまち

子どもから大人まで、あたたかなこころをはぐくむためには、

生涯を通じて学び続け、成長を実感することで幸せを感じら

れるまちづくりを進めることが大切です。

学びを通じて成長と幸せを実感できるまちを

めざします。

【教育】

（３）安心して住み慣れた地域で
暮らせるまち

誰もが安心して住み慣れた板橋で暮らし続けていくためには、

どのような時でも、一人ひとりがあたたかいこころでともに支え

合えるまちづくりを進めることが大切です。

安心して住み慣れた地域で暮らせるまちを

めざします。

【福祉・介護】

（７）みどり豊かで
人と地球にやさしいまち

板橋が誇る豊かな自然環境を未来へつなぐためには、一人

ひとりがあたたかいこころでみどりと共存できる人と地球にや

さしいまちづくりを進めることが大切です。

みどり豊かで人と地球にやさしいまちを

めざします。

【環境】

（４）すべての人が健康で
自分らしく輝けるまち

人生100年時代を迎える中、誰もが生涯を通じて生きがい

を感じ、幸せを実感するためには、一人ひとりが健康を持続で

きるまちづくりを進めることが大切です。

すべての人が健康で自分らしく輝けるまちを

めざします。

【健康】

（６）板橋らしい産業の魅力を創造・発信
するにぎわいあふれるまち

板橋の特徴的な工業・商業・農業が持続的に発展し、区民の

生活が豊かになるためには、業歴や業種などの垣根を越え、

それぞれの強みを活かしてつながることで生まれる、これまで

にない革新的な価値の創造、ひいては魅力あふれ

る板橋産業ブランドの確立に向けたまちづくりを進

めることが大切です。板橋らしい産業の魅力を創

造・発信するにぎわいあふれるまちをめざします。

【産業】

（８）地域で支え合い安心・安全に
暮らせるまち

災害、犯罪、事故などあらゆる危機から生命と財産を守り、

誰もが安心・安全を実感するためには、みんなが「板橋を守

る」意識を持ち、人と人、また人と地域の

つながりを高められる強靭なまちづくりを

進めることが大切です。地域で支え合い

安心・安全に暮らせるまちをめざします。

【防災・危機管理】
（９）身近な暮らしの中でこころの豊かさ

を感じる魅力にあふれるまち

持続可能なまちを未来へつなぐためには、一人ひとりが板

橋に愛着を感じ、次世代に誇れるまちづくりを進めることが

大切です。身近な暮らしの中でこころの

豊かさを感じる魅力にあふれるまちを

めざします。

【都市づくり】

（５）スポーツ・文化に親しみ
魅力へつなげるまち

誰もが笑顔あふれるまちをみんなでつくるためには、スポー

ツや文化を身近に感じることができ、次世代に板橋の文化を

継承できるまちづくりを進めることが大切です。

スポーツ・文化に親しみ魅力につなげる

まちをめざします。

【スポーツ・文化】
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⑶ 新たな板橋区基本計画に盛り込むべき施策について

子ども・若者・
子育て世代が
住みたくなるまち

☆子ども・若者の権利を守り、意見を聴き、尊重する環境の整備

☆若い世代が魅力を感じる施策の充実と効果的な情報発信

〇すべての子どもが安心・安全に成長できる体制の強化

〇子育て世代のニーズに沿った安心して産み育てられる環境の

整備

〇様々な主体と協働した地域ぐるみの子育て支援と連携の強化

〇ライフスタイルに応じた妊娠・出産・子育てまで切れ目のない支

援の拡充

〇子ども・若者が健全に育ち、親子がともに楽しめる環境・居場所

の充実

⑴【子ども・若者】

② 将来像につながる「９つのめざす姿」を実現する施策のあり方

〇基本構想で定める将来像につながる「９つのめざす姿」を実現するために、区が基本計画で定めるべき「施策のあり方」を示す。（☆は現在の基本計画と比較して、新たな内容を含んでいる項目）

学びを通じて
成長と幸せを
実感できるまち

⑵【教育】

☆多様性を尊重した誰一人取り残さない教育の推進

☆子どもを支える教員等への支援と、家庭・企業・ＮＰＯ等を

含む地域との連携・協働の推進

〇子どもが安心・安全に成長できる居場所や環境の充実

〇すべての子どもの学びを保障する多様な学びの推進

〇これからの社会へ挑む力の基礎づくり・養成

〇人と人、人とまちをつなぐ生涯学習の充実

安心して
住み慣れた
地域で暮らせる
まち

⑶【福祉・介護】☆子どもが安心して過ごすことができる居場所や環境の整備

〇様々な地域生活課題に対応するための誰一人取り残さない包

括的な支援体制の構築

〇多様な主体がつながり、地域をともに創っていく地域共生社会

の実現

〇高齢者の活躍推進と安心して暮らせる地域づくりの実現

〇障がいの有無に関わらず安心して暮らし続けられる取組の推進

〇持続可能な介護サービスの供給に向けた基盤整備・人材育成

〇生活困窮者・生活保護受給者に対する個別的・継続的な自立支

援の推進

板橋らしい
産業の魅力を
創造・発信する
にぎわいあふれ
るまち

⑹【産業】
☆住環境と調和した操業環境の確保と安全で活力ある地域
経済の構築

☆産官学や企業間等のネットワーク構築によるイノベーション
の創出及び板橋産業ブランドの確立

〇創業促進と企業支援のための産業支援体制の強化と人材
確保・育成支援

〇区内産業が持つ魅力の周知・浸透と地域貢献の促進等に
よる区民生活向上に寄与する仕組みの構築

〇都市農業の基盤・機能の整備と担い手の育成

〇区独自の観光振興と効果的な魅力発信

〇消費生活の安定と向上

すべての人が
健康で自分らしく
輝けるまち

⑷【健康】 ☆生涯現役に向けた社会参加の仕組みの整備や就労機会・生き

がいの創出

〇健康意識の浸透により、日常生活の中で健康になれるまち・地

域づくりの推進

〇相互扶助によって支えられている健康保険制度の適正な運営

と維持

〇予防による疾病リスク減少に向けた取組と病気になっても安心

できる体制の構築

〇誰もが心身ともに健康な状態をめざせる仕組みの確立

〇感染症対策の充実、食品・環境衛生などの推進による、さまざま

な健康危機に対応できる体制の構築

スポーツ・文化に
親しみ魅力へ
つなげるまち

⑸【スポーツ・文化】

☆スポーツによる地域のにぎわい創出・担い手の育成

〇文化芸術活動に触れる機会の充実と環境の整備

〇誰もが様々な形でスポーツを楽しむことができる環境・

機会づくり

〇文化の保全や新たな文化の創出を通じた魅力あるいた

ばしブランドの構築

〇多文化共生に向けた環境づくりと相互理解に向けた学

びの機会の充実

〇平和に対する意識の醸成に向けた取組の推進

みどり豊かで
人と地球に
やさしいまち

⑺【環境】 ☆多様な主体が担い手となった連携・協働による環境・みどりへ
の取組の推進と新たな価値の創出

☆ネイチャーポジティブ（自然再興）に向けた取組の推進・新たな

取組の創出

〇環境の保全及びみどりや水辺空間、農地の活用による、人と
みどりをつなぐまちづくり

〇環境に対する学びの機会の充実、自然への豊かな感性の醸成
と環境保全等に主体的に取り組む人づくり

〇安心・安全で誰もが住みよい生活環境の整備

〇ごみを減らし、ごみを出さない取組の推進と資源循環の取組
の拡充

〇脱炭素に向けた取組の推進、新たな取組の創出

地域で支え合い
安心・安全に
暮らせるまち

⑻【防災・危機管理】

☆災害対応の迅速化・効率化に向けたＤＸの推進

〇自助を促す防災意識向上に向けた取組の推進

〇共助による誰一人取り残さない災害対策の推進

〇災害に強い強靭なまちづくりの推進と発災後の環境整備

〇防犯力が高く、事故の少ない安心・安全に暮らせるまち

づくりの推進

身近な暮らしの中で
こころの豊かさを
感じる魅力に
あふれるまち

⑼【都市づくり】

☆身近な暮らしの中で魅力あるみどりとうるおいを感じられる
まちの創出

☆都市の魅力を高める都市活動や民間資源の活用による協

働のまちづくりの促進

〇板橋の自然・歴史・文化等の地域資源や公共空間を活かし
た特徴際立つまちづくりの推進

〇誰もが安心・安全に移動でき、出かけたくなるユニバーサル
デザインにも配慮した環境の整備

〇魅力ある住宅整備と住宅ストック活用に向けた仕組みづくり

① 組織横断的に取り組むべき課題と戦略の必要性

〇多様化・複雑化する課題に対応するため、組織横断的な戦略が必要

〇将来像実現に向けて、組織横断的に取り組むべき主なテーマ（一部抜粋）

「緑」・「文化」の視点

「未来」・「かがやく」の視点
• スマートシティの推進、出生数減少に歯止めをかける方策
• 区制施行１００周年を契機としたチャレンジと飛躍の取組 など

• 「ゼロカーボンいたばし2050」実現に向けた取組
• 「絵本のまち」等によるブランド価値の創造 など

③ 基本計画を推進する区政経営のあり方

〇将来像実現のために、以下の取組から区政経営のあり方を示す
＜持続可能な行財政運営と変化に強い組織づくりの推進＞
・戦略的な財政基盤・効率的な事業運営、人材の確保・育成、変化に強い組織づくり

＜地域課題の解決に向けた協働・共創の推進と地域コミュニティの活性化＞
・多様な主体との連携の強化・共創、包摂的な地域社会の実現

＜板橋ブランドの確立と効果的・戦略的な情報発信＞
・愛着と誇りの醸成、効果的な情報発信と区政に参画しやすい環境整備

＜デジタル技術の活用による区政経営の高度化と区民サービスの向上＞
・ AI活用・オンライン申請拡大、オープンデータ等の活用による透明性の高い区政経営



２ 次期基本計画の検討状況

【基本構想（中間答申）との関係性】

○ 「将来像」と「９つのめざす姿」の実現をめざし、令和17(2035)年度を見据えた９つの「基本
政策」を設定する。

○ 「組織横断的に取り組むべき課題と戦略の必要性」の考え方などを取り入れた区政の持続的な
発展を可能とする「戦略」の方向性を明らかにする。

○ 「新たな基本計画に盛り込むべき施策のあり方」を踏まえた「施策」を体系化していく。

○ 「基本計画を推進する区政経営のあり方」を踏まえ、持続的な区政経営の方向性を示す「計画
を推進する区政経営」を定める。

⑴ 計画の構成（イメージ）

⑵ 策定の視点

３
適切な評価制度の構築戦略の方向性

○ 政策研究の成果等を踏ま

え、戦略の方向性を設定

○ 愛着と誇りをはぐくみ、

ウェルビーイングを実感

できる持続的な戦略を展

開

１ ２
区政経営の新たな方針

○ 予測困難なＶＵＣＡの時

代を生き抜く持続的な区

政経営の方針を設定

○ 社会変化に適応する、新

たな「ひと創り」の方針

を設定

○ 現行の行政評価制度の成

果や課題を踏まえ、行政

評価制度の再構築を実施

○ ロジックモデルを活用し

た適切な成果指標を設定

３ 次期総合実施計画の策定方針

⑴ 次期総合実施計画の位置づけ及び各種計画の構成

■位置づけ・計画期間

○ ①次期基本計画における短期アクションプログラム ②公共施設等総合管理計画・個別施設計画

○ 令和８(2026)年度～令和10(2028)年度の３年間

■構成・計画事業化の視点

○ №１プラン(実施計画)、経営戦略推進プラン、公共施設等ベースプランの３編構成を想定。

○ 次期基本計画の計画期間である10年後を見据えて計画化する。

○ 10年間の中で、継続的視点を踏まえつつ、定期的な見直しを図りながら実施することにより、
総合的に成果を上げる事業を基本とする。

№１プラン

(実施計画)

経営戦略

推進プラン

公共施設等

ベースプラン

事業化・進行管理

あり方の検討・整理

戦略

計画を効率的・効果的に

推進するための下支え

総合実施計画の構成イメージ（案）

⑵ 次期総合実施計画の考え方及び各種計画の視点

○ 「東京で一番住みたくなるまち」の新たなステージに向け、いたばし№１実現プラン2025
改訂版で示した 「ＳＤＧｓ戦略」「ＤＸ戦略」「ブランド戦略」の３つを柱とする重点戦
略を踏まえた新たな戦略を位置付け、展開を図っていく。

○ 将来を見据えた健全な財政基盤の確立を前提としながら、近年における歳入環境の改善を
契機と捉え、次世代へ継承する公共施設の魅力とサービス・機能向上を図る更新・再編整
備を計画的に進める。

○ 庁内検討組織を設置し、庁議において、審議・決定する。

№1プラン

（実施計画）

経営戦略

推進プラン

公共施設等

ベースプラン

○公共施設整備需要を見据えた財源見込みなどを明記
○集約複合化と跡地活用の推進

○次期基本計画の施策に貢献する主要事業３年間の事業量・経費を明記
○令和17(2035)年度を見据え、魅力的な公共施設整備を加速化

○ＤＸや協働・共創の推進、経営資源の全体最適化、人材の育成・確保、
職場環境の整備など、区政経営の質を高める取組を明らかにする

４ 今後のスケジュール

年 月 基本構想 基本計画・総合実施計画

令和
７年

４月 中間答申議 会報告、 パブ リック コメン ト 本資 料議 会報告

９ 月 最 終答申議 会報告 骨子案議 会報告

10 月 基本構想議決（議案上 程予定）

11 月 素案議 会報告、 パブ リック コメン ト

令和
８年

１ 月 基本計画・実施計画策定

２月 議 会報告
４

※財政計画・基金・起債残高の推移などは、総合実施計画の策定に合わせて検討を進めていく。

基本構想

○ 基本理念
○ 将来像
○ ９つのめざす姿
○ 基本構想実現のための方針

【主な構成】

基本計画

○ 基本政策
○ 戦略
○ 施策
○ 計画を推進する区政経営

【主な構成】

基本構想

基本政策

戦略

施策

計画を推進する区政経営


